
地域情報通信基盤整備推進交付金事業　事後評価表

地域情報通信基盤整備推進交付金事業

㉔評価及び課題

【評価】
町内全域で地上デジタル放送の視聴が可能となり、難視聴の解消になったと同
時に、デジタル放送移行にスムーズに対応できた。また、全域で高速ブロードバン
ドサービスの提供が可能となり、デジタルディバイドが解消され、当初目標を達成
することができ、一定の成果があったと考える。
【課題】
全世帯へFM告知端末を使った防災情報、行政情報の提供を目指す。
設備、機器の経年劣化等による更新が控えているため、計画を作成していく必要
がある。
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㉑サービス開始日 平成22年4月1日

㉒サービス形態 公設公営（指定管理）

㉓契約先 公益財団法人にんにくネットワーク

加入率（％） 7.4 23.9 4.5 29.5 33.4

2,224 2,239

加入世帯数 169 542 102 660 749 792 849

整備地域の世帯数 2,280 2,264 2,264 2,239 2,244

⑲整備計画時の目標 ⑳実績

初年度 最終 H22年度末 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末

⑮事業の内容

　青森県三戸郡田子町は、町内全世帯及び公共施設等を対象に防災緊急告知
端末を配備し、現在の同軸ケーブルを全て光ファイバーケーブルに張り替え、情
報通信の基盤を整備すると共に、整備した光ファイバーケーブルを活用し、防災
及び一般情報を防災緊急告知端末並びに自主放送、データ放送で受信すること
で町民の安心・安全を図ります。また、町は整備した光ファイバーの一部を日本電
信電話株式会社へＩＲＵ契約により貸出し、超高速インターネットサービスの提供
により情報通信格差を是正すると共に、ブロードバンドの利活用による生活利便
の向上を図ります。
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⑯サービス開始日 平成22年5月21日

⑰サービス形態 公設民営（IRU）

⑱契約先 東日本電信電話株式会社

６４５，４０２千円

⑫交付金額 ２１５，１３４千円

⑬整備対象地域 田子町全域

事業の概要　

⑧事業年度 H２０年度 ⑨事業完了日 平成22年3月30日

⑩総事業費 ７９９，５７５千円
⑪補助対象事業費

①事業名


